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相場が大きく逆向きに動く可能性は低い 
～ 債券、株とも政策転換に伴う水準修正には注意 ～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここ1ヶ月の金融市場概況 
イラク攻撃をめぐる緊張が高まる中、世界的
な先行き不透明感と投資リスク回避の動きから
株価が下落。米国株式市場でも、ダウ平均株価
が7,500㌦台に下落するなど株式市場は総崩れ。
日経平均株価が11日（火）まで6日続落、TOPIX
も5日続落となり、日経平均株価は3月11日に83
年1月25日以来の7900円割れ（7,862円43銭）と
なった。TOPIXも同日には770.62ポイントまで
下げた。 

これに対し、国債相場は新発10年国債利回り
が3月12日に0.71％（日本相互証券調べ）まで
低下。超長期債も20年債利回りが1.20％割れと
なるなど利回りが低下し、イールドカーブがフ
ラット（勾配平坦）化。また、運用難を映し地
方債、特殊債から低格付け社債にまで買いが拡
がり、利回りが低下した（図1）。 
為替相場は、イラク情勢の緊迫化のなかで3
月上旬にドル売り優勢の展開となった。特にユー
ロは1ユーロ＝1.10㌦を突破。このためユーロ
円相場も1ユーロ＝130円目前まで円が下落した。
ドル円相場もドルの下値を試す動きが見られた
が、介入警戒感から円上昇は116円台前半までに
とどまった。しかし、米英がイラク攻撃に踏
み切ることが濃厚になると早期終結期待から、
ドル売りポジションの解消が進みドルが反発。
開戦前の19日のニューヨーク市場で1ユーロ＝
1.05台後半までユーロが下落し、ドル円相場も
120円台に戻した後、開戦後は小幅な動きとなっ
ている。 
（以上の金融証券市場の動向等は当社ＨＰの「Weekly 金融市
場」を参照されたい。）

イラク・中東情勢という不安定要因は残るが、国債相場の安定、株式相場の低迷という
状況の継続が予想される。また、日銀の新体制による政策は注目材料だが、一足飛びに非
伝統的政策の採用に踏み出す可能性は小さいだろう。 
為替相場については、イラク攻撃の終結が見えるまではドル安に振れる懸念はあるものの、
円高抑制への当局の姿勢は強く、ドル円相場がレンジを外れる可能性は小さいと考える。 

要   旨 
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金融市場の見通しと注目点 
債券相場＝一足飛びの政策変更は考え難い 
デフレ環境継続の確度は相対的に高く、日銀

のゼロ金利・量的緩和政策の解除条件は当面、
読めない。ゼロ金利政策の長期化の可能性を考
えることは投資前提として説得性を持ち、自然
でもある。 
また、日銀による月額1.2兆円の国債買入は、

結果的に国債増発の主要な吸収先となっている。
02年について見れば、国債増発の3～5割強を日
銀が吸収した。02年10～12月期には、都銀等銀
行が国債保有残高を圧縮したと推測されるが、
日銀の買入が吸収弁となり需給悪化を防いだ。
追加緩和策として国債買入の増額期待が残るこ
とは、需給面での安心・安定化要因である
(図2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これに対し、金利反転リスクの大きさはどう

であろうか。 
まず、0.7%台の新発10年国債利回りは実効

性のあるデフレ政策の見込み難⇒デフレ継続を
織り込んだものと言えよう。仮に、その前提に
ほころびが生まれれば、中長期的なリスクプレ
ミアムも意識されるだろうが、市場が逆方向に
動く程度・要因は限定的だろう。 
金融政策面では新正副総裁のもとでの日銀の
政策が注目される。両院の参考人招致では政策
手段の幅広い検討が

．．．．．．
表明された。資産価格下落

に伴う「負の金融増幅効果（アクセレーター）
を抑える」政策としてETFや不動産投信の購入
も検討の範疇に入ってこようが、非伝統的政策
手段に踏み出す可能性は当面小さいだろう。マ

ネタリーベース拡幅を通じたマネーサプライ拡
大という経路に重きを置く手法から、一足飛び
にETF等購入等直接的な政策に行くとは考えに
くい。3月25日に銀行保有株買入枠の拡大（2兆
円から3兆円に増額）を早速決定したが、オペ対
象や担保範囲の拡充、国債買入の増額が当面考
えられる政策であり、これらはむしろ国債相場
の安定材料となる。 
また、財政出動と税収不足による国債増発、
によって、03年度中、一段と財政悪化が進む可
能性は大きい。しかし、デフレ下の資金需要不
足のもとでは、財政悪化の影響は国債市場に限
定的だろう。当面、日銀による金融政策と財政
悪化によるリスクは無視できないが、国債相場
の高値安定条件は引き続き大きい。 
 
株式相場＝需給悪を打ち消す材料無し 
デフレ下、収益回復の基盤は盤石でない。ま
た、資産デフレによる特別損失が最終利益を目
減りさせる構造が残る。中期的な業績成長の展
望は見えにくいと言えよう。アナリスト予想に
よる03年度業績予想集計は2割前後の増益見通
しであるが、景気悪化の不安も残り、世界的に
株式投資リスクには敏感になる期間が続く。投
資家の株式投資に対するリスクプレミアムが低
下することはないだろう。 
また、需給的にも、銀行・企業の保有株圧縮
や持ち合い解消売りが継続するとともに、代行
返上に伴う年金基金からの売りは03年度も多い
だろう。さらに郵政公社は株式投資を見送る計
画である。これらの売りの受け皿になる主体が
見出せず、需給の悪さは続く。 
為替相場については、ドル円で基本的想定レ
ンジを115～125円/ドルとする予想を継続。イ
ラク攻撃の終結が見えるまでドル安不安は残る
が、日本の通貨当局は円高に強い姿勢で臨むだ
ろう。米国の財政・貿易の「双子の赤字」懸念
を背景に、米国内でもドル安政策への圧力は強
いが、日本の経済ファンダメンタルズは相対的
に弱く、介入への米国等海外通貨当局の理解も
得やすい。円の上値は限定的であり、レンジ的
な動きが続くと考える。 

（03.03.25 渡部 喜智）
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